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1, 背　景 

まず背景についてです。細胞内小器官で

あるミトコンドリアは、生体のエネルギー

通貨である ATP 産生の主軸を担っていま

す。近年の研究では、このミトコンドリア

の機能低下が、単なる老化に留まらず、慢

性疾患や悪性腫瘍（がん）など、多岐にわ

たる病態の根底にあることが示唆されてい

ます。 

一方で、運動刺激が「ミトコンドリア新

生」を促進することは周知の事実です。こ

こに、血流改善や自律神経調整、代謝促進

作用を持つ「鍼灸治療」を組み合わせるこ

とで、より効率的なアプローチが可能にな

るのではないかと考えました。 

2, 目　的 

本発表の目的は、鍼灸と運動療法を組み

合わせた際のミトコンドリア活性化のメカ

ニズムについて理論的考察を行い、がんや

難治性疾患の予防に寄与する「臨床応用モ

デル」を提示することです。 

3, 方　法 

具体的に提示した施術方法は以下に示す 

通りです。 

・鍼灸施術： 経絡治療にて気のバランスを

整え、局所および全身の血流を改善し、体

温を上昇させることで、ミトコンドリアへ

の酸素供給能力を高めます。 

・有酸素運動： ウォーキングやインターバ

ル運動により、持続的な酸素需要を創出し

ます。 

・無酸素運動： スクワットや階段昇降など

で速筋を刺激し、代謝負荷をかけます。 

・姿勢・呼吸・環境刺激： 背部・大腿筋の

活性化、呼吸発声訓練による酸素摂取効率

の向上、さらに寒冷刺激や空腹刺激といっ

た「軽度の代謝ストレス」をあえて加えま

す。 

臨床では、鍼灸で「受け皿」を作り、運

動で「スイッチ」を入れるという一連の流

れが重要です。 

4, 結果と考察 

ミトコンドリアは酸素依存的なエネルギ

ー産生系です。 

「鍼灸による循環改善」というインフラ整

備と、「運動による代謝負荷」という需要
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創出が相乗的に作用することで、単独介入

よりも効率的にミトコンドリアの質と量の

改善が誘導されると考えられます。 

また、東洋医学において古くから語られる

「気の調整」という概念は、現代科学の視 

点では「生体エネルギー代謝の恒常性回復」

と解釈が可能です。鍼灸に運動療法を加える

ことは、まさに伝統知と現代医学を融合させ

た具体的実践モデルと言えます。 

5, 結　論 

結論として、鍼灸施術に運動療法を 

併用することは、ミトコンドリア活性化を

適切な介入（鍼灸や運動など）によって予
防・改善が可能な疾患群に対する有効な予

防戦略となる可能性が示唆されました。 

今後は、客観的な生化学的指標を用いた

さらなる検証が必要ですが、臨床現場にお

いて鍼灸師が運動指導を積極的に取り入れ

る意義は極めて大きいと確信しております。 
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